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策
論
の
対
象
と
方
法
」
と
し
別
に
自
由
論
題
を
設
け
る
こ
と
、
開
又
東
大
の
宇
野
教
授
か
ら
は
健
康
勝
れ
ぬ
た
め
出
席
確
約
出
来
ぬ
旨
の
回
答
に
接
し
た
が
、
特
別
に
依
頼
し
た
方
々
の
う
ち
東
大
の
の
人
選
、
開
催
日
等
の
最
高
議
案
は
学
会
の
関
西
部
会
の
理
事
幹
問
合
せ
状
を
発
送
す
る
と
共
に
、
共
通
論
題
の
特
別
報
告
者
と
討
於
て
は
、
学
会
理
事
た
る
今
西
教
授
を
準
備
委
員
長
、
学
会
員
た
る
経
済
学
部
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
の
人
々
を
準
備
委
員
と
す
る
準
備
委
員
会
が
組
織
せ
ら
れ
た
が
、
大
会
に
於
け
る
共
通
論
題
、
共
通
論
題
に
対
す
る
特
別
報
告
者
と
討
論
参
加
者
事
会
に
於
て
審
議
す
る
こ
と
と
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
こ
の
理
事
幹
事
会
の
第
一
回
目
は
昨
年
八
月
十
一
日
大
阪
市
堂
島
の
東
洋
紡
経
済
研
究
所
に
於
て
開
か
れ
、
右
の
事
項
に
就
い
て
大
体
の
輪
廓
が
定
め
ら
れ
、
次
い
で
本
年
一
月
十
九
日
第
二
回
目
の
会
合
で
略
y
決
定
に
到
逹
し
た
。
研
究
報
告
の
テ
ー
マ
を
共
通
論
題
「
経
済
政
全
会
員
に
対
し
開
催
日
、
共
通
論
題
の
遥
知
と
研
究
報
告
の
希
望
論
参
加
者
に
夫
々
特
別
に
依
頼
状
を
差
上
げ
た
。
こ
の
研
究
報
告
の
問
合
せ
に
共
通
論
題
、
自
由
論
題
と
も
夫
々
相
当
数
希
望
あ
る
横
山
教
授
は
御
病
気
入
院
中
の
た
め
、
神
奈
川
大
の
大
熊
教
授
と
明
大
の
野
田
教
授
は
御
都
合
悪
し
き
た
め
辞
退
状
を
寄
せ
ら
れ
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
決
定
に
基
づ
き
二
月
初
旬
準
備
委
員
会
か
ら
の
宮
田
、
神
奈
川
大
学
の
大
熊
等
の
諸
氏
を
煩
わ
す
こ
と
な
ど
、
等
の
諸
氏
、
討
論
参
加
者
と
し
て
一
橋
大
学
の
板
垣
、
神
戸
大
学
国
立
大
学
に
於
け
る
第
十
六
回
大
会
に
於
て
で
あ
っ
た
。
本
学
に
に
於
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
せ
ら
れ
た
の
は
、
昨
年
五
月
横
浜
特
別
報
告
者
と
し
て
一
橋
大
学
の
赤
松
、
東
京
大
学
の
宇
野
、
横
山
、
京
都
大
学
の
豊
崎
、
神
戸
大
学
の
北
野
、
明
治
大
学
の
野
田
日
本
経
済
政
策
学
会
の
第
十
七
回
全
国
大
会
を
我
が
関
西
大
学
催
日
は
五
月
二
十
五
、
二
十
六
の
両
日
と
す
る
こ
と
、
共
通
論
題
日
本
経
済
政
策
学
会
第
十
七
回
大
会
記
事
九
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な
っ
た
点
は
、
寧
ろ
準
備
委
員
会
の
不
手
際
で
あ
り
、
私
共
と
し
昼
九
食
（
大
学
院
ホ
ー
ル
）
が
一
部
報
告
者
の
原
稿
送
附
が
遅
れ
た
た
め
大
会
前
に
不
可
能
と
香
川
大
学
稲
毛
満
~
春
も
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
尚
、
報
告
要
旨
の
会
員
へ
の
配
布
て
の
理
事
幹
事
会
で
、
こ
の
案
の
最
後
的
な
承
認
を
得
た
。
吾
々
名
の
多
き
に
逹
し
、
予
想
以
上
の
盛
大
を
期
待
し
得
る
に
至
っ
た
日
本
経
済
政
策
学
界
第
十
七
回
大
会
記
事
一
、
開
会
の
辞
研
究
報
告
（
報
告
一
1
一
十
五
分
、
質
間
十
五
分
）
午
前
十
時
よ
り
（
法
文
―
一
四
番
教
室
）
1
、
賃
金
政
策
の
一
考
察
横
浜
国
立
大
学
大
阪
府
立
大
学
2
、
社
会
的
評
価
と
社
会
的
厚
生
函
数
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
学
会
道
義
上
何
と
か
な
ら
ぬ
に
止
ま
り
、
残
余
二
百
八
十
名
の
方
々
か
ら
は
何
の
返
事
も
戴
け
座
長
渡
邊
輝
一
佐
藤
浩
一
は
全
会
員
五
百
八
十
名
に
通
知
を
差
上
げ
た
の
に
回
答
は
三
百
名
会
場
こ
と
で
あ
る
。
併
し
又
一
面
に
は
遺
憾
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
午
前
の
部
ヽ
た
の
は
、
出
席
通
知
が
続
々
到
着
し
、
旬
日
な
ら
ず
し
て
百
八
十
関
西
大
学
今
西
庄
次
郎
回
答
葉
書
を
同
封
し
五
月
一
日
全
会
員
に
郵
送
し
た
。
婚
し
か
っ
十
時
か
ら
一
般
の
学
会
行
事
に
入
っ
た
。
は
早
速
こ
の
確
定
を
み
た
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
印
刷
に
附
し
出
欠
会
員
の
受
付
、
次
年
度
大
会
等
に
就
き
協
議
が
行
わ
れ
、
次
い
で
が
開
か
れ
、
学
会
の
会
計
、
研
究
報
告
会
の
座
長
の
選
定
、
新
入
見
町
三
和
銀
行
本
店
で
開
か
れ
た
関
西
部
会
春
季
研
究
会
を
兼
ね
続
参
集
さ
れ
た
。
先
ず
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で
別
室
で
理
事
会
度
御
都
合
を
お
伺
い
す
る
こ
と
と
し
、
四
月
五
日
大
阪
市
東
区
伏
れ
た
に
拘
ら
ず
、
定
刻
前
か
ら
会
員
諸
氏
は
全
国
各
大
学
か
ら
続
煩
わ
す
と
共
に
、
東
大
宇
野
教
授
に
は
大
会
期
日
に
近
い
頃
今
か
れ
た
が
、
生
憎
夜
来
の
雨
は
こ
の
日
に
持
越
さ
れ
出
足
が
危
ま
き
、
討
論
参
加
者
と
し
て
新
に
大
阪
市
大
の
相
澤
教
授
の
出
馬
を
扱
、
大
会
は
愈
M
五
月
二
十
五
日
（
土
）
を
第
一
日
と
し
て
開
旨
の
御
返
専
を
戴
い
た
。
斯
く
て
、
残
念
乍
ら
之
等
の
方
々
を
省
て
責
任
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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橋
大
学
坂
本
二
郎
学
花
戸
教
授
、
東
京
市
政
調
査
会
内
山
和
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
・
ス
7
、
経
済
政
策
の
対
象
と
方
法 北悔
学
園
大
学
池
田
善
長
関
東
学
院
大
学
伊
坂
教
授
、
東
京
工
業
大
学
磯
部
教
授
、
関
西
大
自
己
紹
介
の
ほ
か
神
戸
大
学
藤
井
教
授
、
一
橋
大
学
小
原
教
授
、
ー
そ
の
対
象
に
つ
い
て
ー
ー
保
田
教
授
の
乾
杯
を
以
て
食
車
に
入
っ
た
。
席
上
、
新
入
会
員
の
6
、
開
発
政
策
論
に
於
け
る
座
長
中
央
大
学
長
つ
の
課
題
表
し
て
一
橋
大
学
の
山
中
教
授
の
謝
辞
に
続
い
て
早
稲
田
大
学
久
↓― 1
寸
善
第
二
部
会
（
法
文
―
―
四
番
教
室
）
学
今
西
教
授
の
挨
拶
、
岩
崎
関
大
学
長
の
歓
迎
挨
拶
、
学
会
を
代
に
移
つ
し
、
関
西
大
学
招
待
の
晩
餐
会
に
臨
ん
だ
。
会
は
関
西
大
日
本
化
学
工
業
の
基
礎
構
造
に
関
す
る
考
察
中
村
忠
甲
南
大
学
5 ヽ
れ
に
対
し
同
大
学
の
三
神
修
教
授
か
ら
丁
重
な
る
御
挨
拶
が
あ
っ
た
。
会
員
総
会
が
終
る
や
午
後
五
時
か
ら
会
場
を
大
学
院
ホ
ー
ル
慶
応
大
学
小
竹
豊
治
を
明
治
大
学
と
す
る
決
定
は
満
場
の
拍
手
を
以
て
迎
え
ら
れ
、
こ
関
東
学
院
大
学
4
、
証
券
市
場
政
策
の
対
象
と
課
題
会
開
催
地
を
東
京
、
開
催
時
期
を
五
月
中
旬
乃
至
下
旬
、
当
番
校
北
見
俊
郎
法
、
次
年
度
大
会
等
に
就
い
て
承
認
が
行
わ
れ
、
特
に
次
年
度
大
3 ヽ
日
本
経
済
政
策
学
界
第
十
七
回
大
会
記
事
理
事
招
待
午
饗
会
（
法
文
第
一
会
厳
室
）
第
一
部
会
午
後
一
時
よ
り
（
法
文
一
0
二
番
教
室
）
日
本
経
済
の
不
均
等
発
展
と
港
湾
8
、
経
済
政
策
論
の
方
法
ー
ー
若
干
の
反
省
と
批
判
ー
—
東
京
経
済
大
学
の
理
事
会
で
協
議
し
た
会
計
報
告
、
新
入
会
員
、
役
員
の
選
任
方
座
長
大
阪
大
学
午
後
四
時
半
か
ら
第
二
部
会
場
で
会
員
総
会
が
開
か
れ
、
午
前
午
後
の
部
一
谷
藤
一
郎
九
四
中
村
金
治
201 
日
本
経
済
政
策
学
界
第
十
七
回
大
会
記
事
神
戸
大
学
12
、
経
済
政
策
論
の
対
象
と
方
法
県
立
静
岡
薬
科
大
学
野
尻
武
敏
九
五
筈
で
あ
る
の
で
、
重
復
を
避
け
る
意
味
で
萩
に
は
触
れ
な
い
。
吾
吾
は
、
大
会
参
加
の
諸
氏
が
今
回
の
研
究
報
告
、
討
論
に
酌
む
べ
久
米
収
す
る
質
問
者
と
共
の
要
旨
に
就
い
て
は
学
会
年
報
に
登
載
さ
れ
る
1
、
経
済
政
策
論
と
社
会
学
座
長
京
都
大
学
謡
~
田
均
一
橋
大
学
10 ヽ
御
園
生
等
ゾ
ヴ
ェ
ー
ト
に
於
け
る
陳
腐
化
の
間
題安
平
哲
二
神
戸
大
学
一
橋
大
学
公
正
取
引
委
員
会
北
野
熊
喜
男
板
垣
与
一
宮
田
喜
代
蔵
相
澤
秀
一
9
、
商
業
資
本
の
集
中
と
階
層
分
化
京
都
大
学
豊
崎
稔
座
長
報
告
者
一
橋
大
学
要
名
古
屋
大
芦
子
一
、
研
究
報
告
第
一
部
会
第
二
部
会
午
前
十
時
よ
り
（
法
文
一
0
二
番
教
室
）
慶
応
大
学
東
京
都
立
大
学
（
法
文
―
一
四
番
教
室
）
氣
賀
健
三
討
諭
参
加
者
神
戸
大
学
大
阪
市
立
大
学
山
中
篤
太
郎
一
、
閉
会
の
辞
共
通
論
題
、
自
由
論
題
の
各
研
究
報
告
の
内
容
、
そ
れ
ら
に
対
座
長
一
橋
大
学
山
田
雄
三
酒
井
正
三
郎
赤
松
か
っ
た
会
員
で
参
加
さ
れ
る
方
も
あ
り
一
層
盛
会
を
加
え
た
。
テ
ー
マ
第
二
日
目
は
前
日
と
異
り
全
く
の
快
睛
、
前
日
都
合
で
見
え
な
午
後
一
時
よ
り
「
経
済
政
策
論
の
対
象
と
方
法
」
裡
に
午
後
六
時
半
過
ぎ
会
を
閉
じ
た
。
一
、
共
通
論
題
に
対
す
る
特
別
報
告
と
討
論
会
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
会
員
互
に
久
躙
を
叙
す
る
歓
談
な
ど
和
気
蒻
々
記
念
撮
影
と
昼
食
（
大
学
院
ホ
ー
ル
）
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松
枝
寅
男
、
光
朗
、
千
葉
大
学
今
井
賢
池
内
岡
田
賓
、
上
林
正
矩
、
五
井
一
雄
、
開
野
唯
一
、
長
守
善
、
武
藤
山
本
秀
雄
、
松
山
茂
二
郎
、
和
田
貞
夫
、
香
川
大
学
郎
、
池
田
浩
太
郎
、
石
村
蝸
五
郎
、
中
央
大
学
稲
葉
四
郎
、
佐
藤
浩
一
、
永
島
清
、
福
原
行
三
、
日
本
経
済
政
策
学
界
第
十
七
回
大
会
記
事
き
所
を
酌
み
と
り
、
研
究
に
磨
き
を
か
け
ら
れ
、
来
年
の
大
会
が
一
段
内
容
の
充
実
し
た
も
の
と
な
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
希
望
す
る
次
第
で
あ
る
。
最
後
に
、
出
席
各
位
の
芳
名
を
掲
げ
今
回
の
大
会
の
記
録
と
し
愛
知
学
芸
大
学
岡
部
常
夫
、
松
浦
茂
治
、
亜
細
亜
大
学
伊
藤
正
則
、
松
井
哲
夫
、
大
阪
府
立
大
学
福
島
康
治
、
大
阪
市
立
大
学
伊
藤
忠
商
事
大
阪
外
国
語
大
学
学
習
院
大
学
大
阪
経
済
大
学
松
井
辰
之
助
、
藤
田
敬
三
、
相
澤
秀
一
、
奥
村
茂
次
、
賓
、
名
和
統
一
、
古
大
阪
府
立
商
工
経
済
研
究
所
宇
野
博
士
、
菅
原
藤
也
、大
阪
竹
内
正
巳
、
稲
毛
満
春
、
関
西
学
院
大
学
信
行
、
尾
上
久
雄
、
高
橋
哲
夫
、
杉
原
信
男
、
吉
田
和
夫
、
金
子
木
原
正
雄
、
金
潤
河
、
静
田
均
、
豊
崎
稔
、
神
戸
銀
行
照
義
、
田
村
質
、
山
田
通
夫
、
郎
、
田
中
修
、
中
村
一
雄
、
新
野
幸
次
郎
、
野
尻
武
敏
、
藤
井
茂
、
松
代
和
郎
、
宮
田
喜
代
蔵
、
向
井
利
昌
、
山
崎
義
三
郎
、
商
科
短
期
大
学
商
業
短
期
大
学
神
戸
商
船
大
学
神
戸
大
学
目
崎
憲
司
、
慶
応
義
塾
大
学
静
岡
薬
科
大
学
高
崎
経
済
大
学
山
岡
喜
久
男
、
電
力
中
央
研
究
所
成
城
大
学
齋
藤
正
、
訟
坂
兵
三
藤
田
晴
、
渡
邊
太
郎
、
小
川
喬
義
、
久
米
収
、
下
関
畑
義
和
、
大
阪
大
学
一
谷
藤
一
郎
、
内
海
洋
一
、
傍
島
省
三
、
佐
世
保
小
野
義
彦
、
木
村
敏
男
、
酒
井
安
隆
、
平
平
治
、
大
学
北
野
熊
喜
男
、
五
百
旗
部
輿
治
学
芸
大
学
大
北
文
次
郎
、
倉
辻
竹
島
富
三
郎
、
大
分
大
学
中
村
忠
一
、
小
川
長
太
郎
、
小
松
隆
―
―
-
‘
神
戸
商
科
大
学神戸
女
学
院
加
地
清
金
、
等、
甲
南
大
学
神
戸
外
国
語
大
学
愛
知
大
学
小
幡
賀
健
一
―
-
、
小
竹
豊
治
、
富
田
重
夫
、
公
正
取
引
委
員
会
御
園
生
金
田
近
二
、
度
い
。
夫
、
生
島
廣
治
郎
、
戸
田
京
次
、
加
藤
寛
、
氣
近
畿
大
学
景
山
哲
川
興
二
、
大
野
英
二
、
岡
田
賢
一
、
金
田
重
喜
、
岸
本
誠
二
郎
、
清
水
嘉
治
、
山
田
一
郎
、
岐
阜
大
学
小
出
保
治
、
京
都
大
学
石
精
次
、
縄
田
榮
次
郎
、
関
東
学
院
大
学
伊
坂
市
助
、
北
見
俊
郎
、
九
六
203 
名
城
大
学
渡
九
七
赤
倉
武
、
池
田
一
新
、
大
木
芳
朗
、
白
石
四
郎
、
中
川
富
蓋
、
松
一
、
東
京
経
済
大
学
東
京
市
政
調
査
会
池
田
善
長
、
安
、
三
山
口
哲
夫
、
尾
弘
、
三
神
修
、
中
村
金
治
、
東
京
都
立
大
学
李
乗
昌
、
小
松
幸
雄
、
黒
松
厳
、
笹
田
友
三
郎
、
中
島
哲
人
、
野
間
俊
威
、
森
武
夫
、
東
洋
紡
経
済
研
究
所
名
古
屈
大
学
奈
良
学
芸
大
学
斎
藤
隆
助
、
杉
山
俊
治
、
三
重
大
学
東
京
工
業
大
学
東
京
女
子
大
学
松
田
延
一
、
明
治
学
院
大
学
安
平
哲
二
、
板
垣
典
一
、
坂
本
二
郎
、
外
池
正
治
、
山
田
雄
三
、
山
中
篤
太
郎
、
田
村
泰
明
、
手
島
正
毅
、
本
吉
敬
治
、
鈴
木
徹
三
、
高
橋
誠
、
平
野
常
治
、
三
菱
経
済
研
究
所
磯
部
浩
一
、
浅
香
未
起
、
日
本
経
済
政
策
学
界
第
十
七
回
大
会
記
事
横
浜
国
立
大
学
明
治
大
学
鈴
木
来
住
法
政
大
学
北
海
学
園
大
学
河
合
哲信
雄
（
商
学
部
）
（
商
学
部
）
広
島
大
学
福
岡
大
学
芳
（
商
学
部
）
（
商
学
部
）
迫
間
興
治
郎
、
井
手
之
、
一
橋
大
学
井
闘
孝
雄
、
大
沼
健
吉
、
赤
松
要
、
小
原
敬
士
、
執
筆
者
紹
今
西
庄
次
郎
本
学
教
授
末
政
信
本
学
専
任
講
師
本
学
専
任
講
師
本
学
助
手
介
日
本
大
学
酒
井
正
三
郎
、
寺
川
末
治
郎
、
南
山
大
学
短
期
大
学
徳
島
大
学
橋
本
純
二
、
竹
本
司
郎
、
長
崎
大
学
前
川
忠
良
、
碓
氷
尊
、
瀧
澤
菊
太
郎
、
廣
田
司
朗
、
森
川
太
郎
長
崎
外
国
語
越
後
和
典
、
木
田
和
男
、
寺
尾
晃
洋
、
中
川
庸
太
郎
、
花
戸
龍
蔵
、
松
山
斌
、
東
洋
大
学
吉
田
道
夫
、
安
井
登
、
関
西
大
学
市
原
亮
平
、
今
西
庄
次
郎
、
宇
田
米
夫
、
明
光
、
小
訟
雅
雄
、
田
中
駒
男
、
中
部
電
力
株
式
会
社
本
村
善
貞
、
東
京
大
学
同
志
社
大
学
大
学
金
持
一
郎
、
南
清
彦
、
早
稲
田
大
学
岡
山
隆
、
久
保
田
内
山
和
、
磯
部
喜
一
、
伊
藤
善
市
、
立
命
館
大
学
井
上
巖
次
郎
、
小
牧
聖
徳
、
山
田
邦
臣
、
和
歌
山
邊
輝
一
、
立
教
大
学
岡
野
昇
一
、
加
藤
誠
一
、
神
野
琉
一
郎
、
